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宇
宙

そ

ら

の
声 

★
１
（
９
日
）：
金
星
と
木
星
の
大
接
近 

 

日
没
後
の
西
の
低
空
で
、
金
星
と
木
星
が

２
度
未
満
ま
で
大
接
近
す
る
。双
眼
鏡
で
も

見
る
こ
と
の
で
き
る
明
る
さ
に
な
る
。 

★
２
（

10

日
）：
Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
打
ち
上
げ 

 

Ｓ
Ｒ
Ｂ(

ロ
ケ
ッ
ト
の
横
に
つ
い
て
い
る

小
さ
め
の
ロ
ケ
ッ
ト)

が
つ
い
て
い
な
い
、

最
も
低
コ
ス
ト
で
あ
る
「

30

形
態
」
で
の

初
の
フ
ラ
イ
ト
と
な
る
。本
格
的
な
運
用
の

第
一
歩
で
あ
る
重
要
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
な

っ
て
い
る
。 

★
３
（

16

日
）：
水
星
が
観
望
チ
ャ
ン
ス 

 

水
星
が
「
東
方
最
大
離
角
」
を
迎
え
、
夕

方
の
西
の
空
で
非
常
に
見
つ
け
や
す
く
な

る
。
東
方
最
大
離
角
と
は
、
水
星
や
金
星
な

ど
の
内
惑
星
が
地
球
か
ら
見
て
太
陽
か
ら

最
も
離
れ
東
側
に
見
え
る
こ
と
。 

★
４
（

21

日
）：
夏
至 

 

１
年
で
最
も
昼
が
長
く
夜
が
短
い
日
の

こ
と
。
暦
の
上
で
は
夏
至
の
日
か
ら
約

15

日
間
を
指
す
場
合
も
あ
り
、
こ
の
日
を
境
に

本
格
的
に
暑
く
な
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま

た
北
欧(

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
や
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド)

で
は
、
１
日
中
太
陽
の
沈
ま
な
い
白
夜

と
な
る
こ
と
が
多
く
な
る
。 

★
５
（

22

日
）：
う
し
か
い
座
流
星
群 

 

六
月
下
旬
こ
ろ
に
突
発
的
な
出
現
を
見

せ
る
こ
と
が
あ
り
、
多
い
と
１
時
間
に
数
十

個
流
れ
る
と
き
も
あ
る
。 

★
６
（

30

日
）：
ス
ト
ロ
ベ
リ
ー
ム
ー
ン 

 

主
に
６
月
の
満
月
の
こ
と
。ア
メ
リ
カ
の

先
住
民
が
季
節
を
把
握
す
る
た
め
に
付
け

た
呼
び
名
に
由
来
し
て
お
り
、こ
の
時
期
は

野
イ
チ
ゴ
の
収
穫
に
ち
な
ん
で
名
付
け
ら

れ
た
。
ま
た
、
名
前
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
「
好

き
な
人
と
一
緒
に
見
る
と
永
遠
に
結
ば
れ

る
」
や
「
恋
愛
運
が
上
が
る
」
と
い
っ
た
言

い
伝
え
も
あ
る
。 

        

 

 

身
近
な
宇
宙 

 

日
本
の
企
業
が 

宇
宙
の
ご
み
掃
除
！ 

宇
宙
ご
み
（
ス
ペ
ー
ス
デ
ブ
リ
）
の
除
去
事
業
な

ど
を
手
が
け
る
ア
ス
ト
ロ
ス
ケ
ー
ル
と
、
通
信
衛
星

事
業
を
行
う
ス
カ
パ
ー
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｔ
は
、
５
月
19

日
に

次
世
代
宇
宙
イ
ン
フ
ラ
の
構
築
に
向
け
た
戦
略
的

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
結
ん
だ
。
両
社
は
、
人
工
衛

星
の
点
検
や
修
理
、
寿
命
延
長
な
ど
を
行
う
「
軌

道
上
サ
ー
ビ
ス
」
の
分
野
で
協
力
し
、
新
た
な
宇
宙

サ
ー
ビ
ス
事
業
の
展
開
を
目
指
す
。
ま
た
、
ス
カ
パ

ー
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｔ
は
ア
ス
ト
ロ
ス
ケ
ー
ル
に
出
資
し
、
資

本
・業
務
提
携
も
行
う
。 

近
年
、
人
工
衛
星
の
増
加
に
よ
り
宇
宙
ご
み
の

問
題
が
深
刻
化
し
て
お
り
、
安
全
で
持
続
可
能
な

宇
宙
利
用
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
今
回
の

提
携
で
は
、
ア
ス
ト
ロ
ス
ケ
ー
ル
の
衛
星
接
近
・捕
獲

技
術
と
、
ス
カ
パ
ー
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｔ
の
衛
星
運
用
の
経
験

を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
宇
宙
空
間
の
維
持
管

理
を
支
え
る
新
し
い
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
る
。両

社
は
、
将
来
的
に
宇
宙
産
業
の
発
展
を
支
え
る
重

要
な
技
術
に
な
る
と
期
待
し
て
い
る
。  

 

   

宇宙からのささやき 

～2つの大きな問題は重力と事務仕事だ。 

重力を打ち負かすことはできるが、事務仕事は時に 

圧倒的すぎる。～ 

ヴェルナー・フォン・ブラウン 

ロケット工学者。アポロ計画を牽引し、「アメリカ宇宙開発の父」として知られる。 

 

「
志
す
宇
宙
は
無
限
」、
久
し
ぶ
り
の
校
外
進
出
！   

 

              

 

 

 

第

12

回
体
育
祭 

 

４
月
25

日
土
曜
日
楠
隼
高
校
の
校
庭
で
第
12

回
体
育
祭
が
行
わ
れ
た
。 

今
年
の
体
育
祭
は
昨
年
と
違
い
、
初
の
通
学
生
受
け
入
れ
や
共
学
化
に
よ
り
注
目
を
集
め
、
多
く

の
来
客
も
あ
り
、
大
き
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。 

  

部
活
動
行
進
で
は
、
「
志
す
宇
宙
は
無
限
」
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
や
望
遠
鏡
を
担
ぎ
、
来
客
者
に
宇
宙

部
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
他
の
部
活
動
も
そ
れ
ぞ
れ
が
個
性
的
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

し
て
お
り
、
そ
れ
を
見
た
会
場
の
各
所
で
歓
声
や
拍
手
が
起
こ
っ
て
い
た
。 

 
 

残
念
な
が
ら
、
雨
の
た
め
プ
ロ
グ
ラ
ム
変
更
と
な
り
、
部
活
動
対
抗
リ
レ
ー
は
中
止
さ
れ
て
し
ま

っ
た
。
し
か
し
、
楠
隼
生
た
ち
は
仲
間
と
共
に
体
育
祭
を
楽
し
み
、
思
い
出
に
残
る
一
日
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
た
。 

今
回
の
体
育
祭
は
楠
隼
中
高
一
貫
教
育
校
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
感
じ
さ
せ
る
特
別
な
行
事

だ
っ
た
。今
月
１３

日
は
、文
化
祭
が
開
催
さ
れ
る
。ぜ
ひ
、御
観
覧
い
た
だ
き
た
い
。 

←この写真はアポロ 17 号の乗

組員によって撮影された地球

の写真で、「The Blue Marble」

と呼ばれている。地球の表面が

光に照らされた最初の鮮明な

画像であり、宇宙空間に浮かぶ

青く美しい地球の姿は、多くの

人々に強い感動を与えた。 

（画像：NASA） 

令

和

８

年

度 

 
 

本
壁
新
聞
は
、
先
月
号
か
ら
宙
（
そ
ら
）
の
家
［
肝
付
町
内

之
浦
］
と
、
せ
ん
だ
い
宇
宙
館
［
薩
摩
川
内
市
］
で
の
掲
示
が

始
ま
っ
た
。
今
月
号
で
、
掲
示
に
至
っ
た
経
緯
と
そ
れ
ぞ
れ
の

施
設
を
紹
介
し
た
い
。 

 

ま
ず
、
掲
載
に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
で
あ
る
。
本
新
聞
は
以

前
に
も
、
宙
の
家
で
掲
示
さ
れ
て
い
た
時
期
が
あ
っ
た
。
本
新

聞
の
発
行
を
始
め
た
当
時
の
部
長
は
積
極
的
に
執
筆
活
動
を

行
い
、
楠
隼
高
校
宇
宙
部
の
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
宇
宙
の

魅
力
を
多
く
の
人
に
伝
え
た
い
と
い
う
強
い
思
い
か
ら
、
肝
付

町
役
場
を
通
じ
て
宙
の
家
で
の
掲
示
を
始
め
た
。
し
か
し
、
部

員
の
新
旧
交
代
等
の
事
情
で

2024

年
6

月
か
ら
約
１
年
間
、

休
刊
と
な
っ
て
い
た
。
昨
年
度
、
前
部
長
の
末
利
仁
先
輩
ら
が

本
新
聞
を
復
活
さ
せ
た
も
の
の
、休
刊
期
間
の
影
響
で
、掲
示

は
校
内
と
楠
隼
Ｈ
Ｐ
掲
載
の
み
と
な
っ
て
い
た
。
今
年
度
は
、
さ

ら
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
た
楠
隼
高
校
宇
宙
部
を
よ
り
多
く
の
人

に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、顧
問
の
先
生
方
の
協

力
を
得
て
、
校
外
で
の
掲
示
が
実
現
し
た
。 

 

次
に
、掲
示
い
た
だ
い
て
い
る
施
設
を
紹
介
す
る
。 

 

一
か
所
目
は
、
「
宙
の
家
」
で
あ
る
。
宙
の
家
は
、
２
０
１
９
年

８
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
内
之
浦
宇
宙
空
間
観
測
所

の
近
く
に
位
置
す
る
土
産
シ
ョ
ッ
プ
で
あ
る
。
運
営
は
、
肝
付

町
を
「
宇
宙
の
ま
ち
」
と
し
て
Ｐ
Ｒ
す
る
団
体
、
一
般
社
団
法

人 

 

↑宙の家（画像：肝付町観光案内所） ↑せんだい宇宙館（画像:かごしまの旅） 

↑新聞アンケート QR

コード 

みなさんの御意見・御

感想をお聞かせくだ

さい。 

画像：アストロスケール 

人
き
も
つ
き
宇
宙
協
議
会
が
行
っ
て
い
る
。
店
内
に
は
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
公
式
宇
宙
グ
ッ
ズ
や
宇
宙

食
、
き
も
つ
き
宇
宙
協
議
会
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
、
肝
付
町
観
光
協
会
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
、

地
元
産
の
辺
塚
だ
い
だ
い
関
連
商
品
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
土
産
品
が
そ
ろ
え
ら
れ
て
い
る
。
楠

隼
高
校
と
同
じ
肝
付
町
内
に
位
置
し
て
い
る
た
め
、
生
徒
や
保
護
者
の
方
々
も
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
内

之
浦
宇
宙
空
間
観
測
所
を
訪
れ
る
際
に
は
、
ぜ
ひ
立
ち
寄
っ
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。 

 

二
か
所
目
は
、「
せ
ん
だ
い
宇
宙
館
」
で
あ
る
。
せ
ん
だ
い
宇
宙
館
は
、「
寺
山
い
こ
い
の
広

場
」
内
に
あ
る
、
天
文
台
と
展
示
施
設
が
融
合
し
た
体
験
型
の
天
文
施
設
で
あ
る
。
九
州
屈
指

の
50

セ
ン
チ
反
射
望
遠
鏡
を
備
え
、
鮮
明
な
惑
星
や
星
雲
、
星
団
の
観
測
が
可
能
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
天
候
の
良
い
日
に
は
昼
間
で
も
太
陽
の
黒
点
な
ど
を
観
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
、
展
示
室
に
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
活
用
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ス
テ
ム
や
ゲ
ー
ム
が
設

置
さ
れ
て
お
り
、
宇
宙
を
体
感
で
き
る
工
夫
が
施
さ
れ
て
い
る
。
小
さ
な
子
ど
も
で
も
十
分
に

楽
し
め
る
施
設
で
あ
る
た
め
、
家
族
連
れ
で
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。 

 

こ
れ
か
ら
も
、
高
校
宇
宙
部
の
活
動
や
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の
ロ
ケ
ッ
ト
、
天
文
現
象
な
ど
に
つ
い
て

執
筆
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
ぜ
ひ
、
掲
示
さ
れ
て
い
る
施
設
を
訪
れ
、
本
新
聞
を
読
ん
で
い

た
だ
き
た
い
。 

 

↑｢宙の家｣の中に掲示されている

「志す宇宙は無限」（枠の中） 

画像：宙の家 

↓

今
月
の
月 


